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河川におけるアオサギＡｒぴｂａｃ/i,7e,ｅａの

採餌場所と餌内容の季節変化

南保亜哉児*・松田佳奈子＃

帯広畜産大学畜産環境科学科野生動物管理学研究室．〒080-8555北海道帯広市稲田町

はじめに

アオサギＡｒｄｂａｃﾉi"eﾊｅａはユーラシア大陸中部以南からアフリカ大陸にかけて分布する大

型のサギ類で，日本ではほぼ全土に分布し,九州以北の各地で繁殖している．

アオサギの採餌環境や食性はよく研究されており,水田,河川,干潟などを利用し,魚類を

おもに,両生類,甲殻類,昆虫および小型浦乳類などを捕食することが知られている(Voisin

l991)．また,その食性は季節的に変化することが報告されている(Moserl986,Marquiss＆

Leitchl990)．しかし,これらの研究は川と湖などといった複数の環境を利用しているアオサギ

について調べたものであり,利用する採餌環境が一つに限定されているアオサギについての

研究は少ない.Fasolaera/Ｉ（1993）は,イタリアの水田のみを利用しているアオサギについ

て,餌内容が季節的に変化することを報告しているが,水田内部での採餌場所の変化につい

てまでは述べていない．

そこで本研究は,河川以外にはほとんどアオサギが利用できる水環境がなく,採餌場所が河

川にほぼ限定されていると考えられる北海道十勝中部のアオサギ個体群を対象として,単一

環境下における採餌場所と餌内容の季節変化を明らかにすることを目的とした．

方法

Ｌ調査期間と調査地

2004年５月～７月に,北海道十勝地方幕別町のコロニー(42.54′Ｎ,１４３．２０′Ｅ)と,帯

2006年２月２２日受理
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